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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

8７温州ミカンの施設栽培における高品質果実の多収生産技術

温州ミカンの加温開始時期決定のための切り枝水挿しによる着花
分類 ①

予測法

62～ユ年（完了）

温州ミカンの早期加温栽培において、秋季における結果母枝の充実度と加温後の着花

量との関係を調査し、加温開始時期決定の指標となる着花予測法を開発する。

Ⅱ試験方法

１枝の長さ、培養液と発芽

糸島郡志摩町の加温予定ﾊｳｽより採収した早生温州の夏枝を長さ20～25cm、１５～20Cm

lO～15cmの区分で分け、長い枝は15cmに調整した。調整した枝はﾒﾈﾃー ﾙー100倍、また

はしょ糖２%を添加した培養液をいれた容器（図）に挿して28℃の定温器で発芽させ
た０

２発芽のための温度条件

場内の興津早生より採収した春枝を長さ15cmに調整し、

ｱｸ゙ ､ﾚﾌ゙ ﾄﾏｲｼﾝ1,000倍液をいれた容器に挿して、温度15、

２０，２５，３０℃の定温器で発芽させた。

３ヘーンシ
函

ﾙｱﾃ゙ ､ﾆン（BA）処理による発芽促進

場内の宮川早生より採収した夏枝を長さ１５cmに調整し、

へ壷ﾝｼ､･ﾙｱﾃ゙ ・ﾆﾝの150,300倍に5秒並びに10分間浸潰した

後、ﾒﾈﾃー ﾙー100倍液をいれた容器に挿し､28℃の定温器

で発芽させた。

４切り枝水挿しと加温後の開花との関係切り枝水挿し法

昭和62年12月加温予定の現地山川町の早生温州ﾐｶﾝﾊｳｽ15園について、加温開始30日前
と15日前に夏枝を採収し、ﾒﾈデー ﾙ１００倍液をいれた容器に挿して28℃で発芽させた。

Ⅲ主要成果の概要

ｌ切り枝水挿しする枝の長さで発芽や着花率が異なる。

２水挿しする培養液はﾒﾈﾃ､.-ﾙ液100倍にしょ糖を２％添加することによって発芽・着花率
を高めることができる。

３切り枝水挿しは培養温度25～30℃では7～１０日で発芽・着花が穂認できる。

４切り枝をへ~ﾝｼ､･ﾙｱﾃー ﾆﾝ300倍に5秒間浸漬すると発芽や着花の徳鯉が早くできる。
５１２月上中旬に加温予定のﾊｳｽでは、切り枝水挿しによる着花予測は加温1カ月より１５日
前に行うと精度の高い予測が可能である。

以上のことから温州ミカンの早期加温栽培において、加温後の着花量を予測する方法
として加温開始予定の10～１５日前ころ、結果母枝を採収し、ヘ・ツシ

●｡

ﾙｱヂﾆﾝ300倍液に５秒

間浸潰し、ﾒﾈﾃ゙ .‐ﾙ100倍液に挿して25～30℃で培養すると７日前後で発芽や着花が硫認で
きる｡
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表枝の長さ並びに培養液の種類と発芽･着花率（62年）

枝の-ﾒﾈﾃﾞ.-M１００倍、しょ糖２％，無処理

一長さ発芽率着花率発芽率着花率発芽率着花率
唖呼ⅣⅣ．⑩Ⅳ
｡⑨，⑪‘妙，｡，卸‘叩

20～２５cｍ８６７１１００８６７１２９

１５～20cｍ８６７１５７２９１４０

１０～１５cｍ５０３３５０３３００

三一第２表へ､”．､ﾙｱﾃ゙ ､ﾆﾝ(8A)による発芽促進（１年）

発芽まで発芽着花着花

一処理区の日数率率数

日％％個

％１画

8Ａ150倍５秒５９５．０５５．０１．０発

８Ａ150倍10分７９０．０３０．００．７芽

８Ａ300倍５秒５９０．０４５．００．７率

8Ａ300倍１０分８５５．０３０．００．７

無一処理９８０．０４０．００．８
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12月上中旬加温後の

×－－．１５℃
▲－．．２９℃

↑
↑

枝挿し後の日数

25℃

38℃

第１図温度と発芽率（62年）

加温発芽率ｒ=0.421,ｓｒ二0.446ｎｓ

切り枝-30日煎___着花数_……喧q“2-鰻____臆Q』08-,貝．Ｖは加温後の着花数．

水挿し加温発芽数ｒ=0.379,ｓｒ二0.290ｎｓＸは枝挿しの着花数

1５Ｉｒ=０．４２，ｓｒ=０．６８０＊＊Ｙ=0.956＋、３５Ｘ

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１温州ミカンの早期加温施設栽培における加温開始時期を判定する指標として利用でき

る。

２加温開始時期の決定は、結果母枝の水挿しによる強制発芽法だけでなく、秋季の低温

遭遇時間等（昭和63年度成果）を参考とする。

Ⅵ今後の研究上の問題点

へ､､:ﾉｼ゙，ﾙｱﾃ唖ﾆﾝ、ﾒﾈﾃ゙､-ﾙの発芽促進機構の解明
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